
H くま  

  

 

 

 

 

 

 
 

    

 

   

 

     

Y    

 ｆｆ   

  

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

  

                     h  

 

 

   

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【編集後記】  
弊社の介護ソフトが 4 月から変わっています。そのソフ

トの仕組みにまだ慣れず、四苦八苦していますが、ようや

く 1 ケ月。でも、まだ実態とソフトの仕組みとのすり合わせ

が続いています。ただ、使っていて思うことは、データ連携

を国はすすめるけれど・・・このデータ連携の先に何がみ

えるんだろうということ。人と関わることが大切な自分達の

役割なのに、なんで、データやソフトに振り回され、それら

に管理されるほど、複雑になっているんだ、なんでこんな

にもパソコンと向き合っているんだと大声で言いたい。 

 
 ≪６月行事予定≫ 

毎月 3 と 8の日：喫茶 or買物 

3日（水）書道教室 
5日（金）手打ちうどんの日 

10日（水）外食 DAY 

16日（火）書道教室 

20日（水）避難訓練 

18日（木）誕生日会 

25日（月）手打ちうどんの日 

30日（土）感染訓練 

中旬ごろからあじさい寺外出 

 

◆訪問介護ナイス・ケア◆地域密着型通所介護ナ

イス・デイ◆訪問看護ケアの実◆住宅型有料老人

ホーム愛宕の家◆有料職業紹介つしま紹介所◆

暮らしサポート サポート・ワン◆学童・託児ナ

イス・キッズ◆鍼灸てのひら治療院◆喫茶てのひ

ら◆酸素ＢＯＸ◆コーラス教室   

  ｖｏｌ．３８９通信 

R８年５月７日発行 

発行元：株式会社サポート・ワン・サービス 
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≪利用状況案内板 （☆募集中★満員）≫

☆ナイス・ケア/訪問介護・居宅介護・重度訪問介護 

☆ナイス・デイ/地域密着型通所介護 

・定員１5名/日  

☆ケアの実/訪問看護  

☆愛宕の家/住宅型有料老人ホーム 

・定員１７名 ：現在入居者１3人 

☆つしま紹介所/有料職業紹介  

☆サポート・ワン/暮らしサポート 

※自費負担の在宅サービスです 

 

 

 

 

≪営業お知らせ≫ 

喫茶・軽食てのひら 

営業日：月・火・水・木・金 

定休日：土・日 

時 間：9：00-14：00（L．O13：30） 

モーニング 12：00迄 

高気圧 ROOM酸素 BOX  

営業日：月・火・水・木・金・土（AM） 

定休日：日 

時 間：9：00～16：00／完全予約制 

※水・木のみ 9：00～20：00 

てのひらコーラス教室  

第 2・4木曜日：14：30-16：00 

鍼灸てのひら治療院 

休業中 

～詳細はお問い合わせ下さい～ 

※延期・変更・中止など 

上記日程は社会参加として計

画に則った行事です。 

但し、当日の状況や諸事情を

踏まえ、日程を延期・変更・中

止する場合があります 

てのひらコーラス教室 

生徒さん募集中♪ 
日時：第 1・3木曜日／14：30～16：00 

    4月より第 2・4木曜日へ変更します 
場所：喫茶てのひら 

地域で考えるきっかけの場となれば／ＳＯＳ 

ケアマネジャーさんから『デイサービスの利用に繋げら

れたらいいなと思う方がみえる。でも、なかなかデイサービ

スの利用に繋げられないかもしれない。どうしたらいいだろ

う・・・ナイス・デイで受け入れてもらえるかな？』と相談の

電話がありました。今までの経緯や病状等をお聞きする

と、『いいですよ。』とは言えない状況・・なぜなら、もし、何

かしらのサービスの利用に繋げられなかった時、ご本人や

家族の在宅生活を想像すると疲弊してしまうであろう様子

が浮かんだのです。SOS のサービスでなくても、そのご夫

婦に合ったサービスが何か、病気への医療的な支援と生

活の介護の部分と両方の視点から、丁寧に考える必要が

あると思いました。 

そこで、オレンジカフェ（認知症カフェ）のボランティア活

動を主にされている方に相談してみることを提案。家族支

援も含めて一緒にオレンジカフェで過ごしてもらい、そこで

ご本人の様子や家族の思いを教えてもらう場を作ってもら

うことにしました。長年、ボランティア活動をされてきている

方なので、関り方は流石です。ご本人にもご家族にもそれ

ぞれの想いを聞かせてもらうことができ、今後、どのように

していけば在宅生活が続けられるか・・・そのためには医療

と介護の支援体制をどのようにすればよいだろうかという

想像を皆で共有するきっかけの場とになりました。 

ケアマネジャーさんが『看護も訪問も通い（デイ）もあるも

んね、看護小規模多機能のようなものだね。複合的に関

わってもらえたら、安心だと思う。』とおっしゃってくれまし

た。SOS としては、そう思ってもらえることは何よりですし、 

ボランティアの方の力も借りながら、何かしらの制度を活用

して、その方やご家族にあった在宅生活の支援体制をつく

れたら・・・それこそ、地域包括ケアになると思うのです。 

そんなこともあり、以前から思い描いていた、『みんなで

集まって、言葉を発し、生きていく方法を自分で考えて、選

択できる場がほしい』、そんな想いもあり、『暮らしの輪』と

いう場所を作りました。気軽にのぞいてもらえればと思って

います。お待ちしております。 

 

 

 

 

 
 

藤の花見 

A さん：「私まだ藤みてないんだけど～」 

スタッフ：「頑張って歩ける？」 

A さん：「そうね～。頑張らないとね～」 

そんな会話から始まった藤の花見。 

藤棚の下はとても心地のよい空間でした。 

こいのぼりと 

手作り草もち♪ 

①みんなでヨ

モギを探し

て・・・ 

②あんこ

を入れて 

③おいしく 

頂きまし

た!(^^)! 

 

 

 
ＳＯＳ通信はホームページへの掲載と合わ

せ、地域の関係者や事業所、ご家族様へも

発送しています。 ５月送付部数 55 部 

 

http://www.s-o-s.co.jp/

